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（論文 題目）

Evaluation of delayed cervical lymph node metastasis in Tl/2 squamous cell carcinoma of the tongue 

(Tl/2舌扁平上皮癌における頸部リンパ節後発転移の評価）

（論文審査結果の要旨）

上記論文の背景、目 的、研究内容、研究成果を審査し、その結果を以下に要約する。

1.研究の背景と目的

口腔癌では、頸部 リンパ節転移の有無を把握することは治療方針の決定や予後に関わる

ために重要である。近年画像診断により 、頸部リ ンパ節転移を臨床的に把握する精度の向

上をみるにもかかわらず、初診時に頸部リ ンパ節転移を認めない早期舌癌症例が外科的加

療後に後発転移をきたすことが重要な課題となっている。今回、著者らは後発転移を予測

する研究を行ったし従来、腫瘍の大きさや浸潤の深さを後発転移関連因子とする報告は多

いが、腫瘍の周囲環境の変化として脈管増生があることから、本論文では腫傷原発巣の血

管とリンバ管の密度に着目した。

2.研究内容

1988年から 2008年の期間に琉球大学医学部附属病院歯科口腔外科で加療された Tl/2

舌扁平上皮癌 54例を頸部 リンパ節非転移群、転移群、後発転移群に分け、ケースコントロ

ール研究を行ったJ 研究方法は免疫組織化学染色により 血管とリンパ管を同定し、腫瘍部

の 1視野あたりの密度を計測した。非転移群と転移群間での臨床病理学的因子における多

変籠解析の結果、TNM分類での T因子とリンパ管密度が統計学的に転移関連因子であっ

た。これらの因子を用いて非転移群と後発転移群間で多変量解析を行った結果、両因子と

も有意差は得られなかった。 しかしながら単変量解析では、リ ンパ管密度は統計学的な有

意差は認められなかったものの、後発転移の危険因子となる傾向を認めた(p=0.05)。また、

腫瘍が筋層に浸潤している所見では有意差が認められ、筋層への浸潤の深さについてROC

曲線を用いてカットオフ値を求めたところ 2080μrnとなった。これらの結果から、臨床的に

頸部リンパ節転移陰性と診断された早期舌癌症例でも、筋層に 2mm以上浸潤し、リンパ

管密度が高くなっている症例では後発転移をきたす可能性が高いこと が示唆されている。

3.研究成果の意義と学術的水準

本研究は舌扁平上皮癌の後発転移予測因子として従来報告されてきた腫瘍の大きさや浸

潤の深さといった因子に加え、リンパ管密度が有用な因子となり得ることを示唆したもの

である。 この成果により、早期舌癌症例の後発転移予測精度が嵩まり、予後を改善するこ

とが期待できる。

以上により、本論文は学位授与基準を満たすものであると判断した。
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